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１．研究計画の概要 

本研究では新規に開発した 250-300℃域で駆
動する化学蓄熱装置の高温プロセスシステ
ムへのハイブリッド（複合）化を検討する。
ハイブリッド化により熱入力・需要変動に対
する追従性・効率性を高め高温プロセスのエ
ネルギー効率の向上を目指す。申請者グルー
プは従来困難であった 250-300℃域での蓄熱
を可能とする化学蓄熱材を開発した。化学蓄
熱は高密度、長時間貯蔵、広い操作温度域が
利点である。本研究ではこの化学蓄熱材を用
いた化学蓄熱装置を実証開発し、高温プロセ
スにこの蓄熱システムをハイブリッド化し、
熱入力・需要変動への高効率な追従を実現し、
その省エネルギー効果を評価する。 

 

２．研究の進捗状況 

平成 22 年度までに化学蓄熱性能向上に重要
な熱伝導性の向上の検討し、膨張化グラファ
イトと化学蓄熱材を複合した材料を調整し、
反応動力学的検討を進めた。また、さらに熱
伝導測定を平行して行った。そして得られた
試料を用いた充填層について反応性試験、熱
伝導測定評価を行い、反応性、熱伝導性の観
点から化学蓄熱装置の基礎的な性能を評価
した。 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している 

（理由） 

現在までに化学蓄熱性能向上に重要な熱伝
導性の向上の検討し、膨張化グラファイトと
化学蓄熱材を複合した材料を調整し、反応動
力学的検討を行い、従来に無い化学蓄熱材料
の開発に成功した。そして得られた試料を用
いた充填層について反応性試験、熱伝導測定
評価を行い、熱伝導性、反応性がともに向上

し目的のハイブリッドシステムの有効性を
高めることに成功した。以上から達成は適切
な域に達していると判断される。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
本年度は化学蓄熱材料のさらなる最適化を
進めるとともに、充填層実験の検討をより進
める。種々の運転条件で充填層実験を行い数
値的解析から充填層内の熱的現象を明らか
にする。成果をもとに高温プロセスと化学蓄
熱装置をハイブリッド化したシステムの動
特性を示し、システムの有効性を定量的に実
証する。 

化学蓄熱性能向上に重要な熱伝導性を向上
した新開発の化学蓄熱材料を充填した充填
層型を用いた化学蓄熱実験を行う。 
(1) 反応器の開発：本研究で開発した高い
反応性と高い熱伝導性を備えた複合化学蓄
熱材料を充填層型反応器に充填し、化学蓄熱
性能を評価する。蓄熱装置の反応特性、蓄熱
特性、熱出力特性を実験的に検討する。脱水
反応および水和反応時の反応層内の温度分
布の径時変化を熱伝対で測定し、また重量経
時変化より反応量を把握し熱入出力量を求
める。化学蓄熱装置としての性能を評価する。
とくに試料充填密度が重要な指標である。高
密度ほど伝熱性が向上しまた体積辺りの蓄
熱密度が向上する。一方で、空隙率が減尐す
る分見かけの化学反応速度が低下する。よっ
て最適な密度が存在する。充填密度をパラメ
ータとして、種々の条件で測定を進め、試料
の最適化を進める。実用性の高い候補試料に
ついては繰り返し試験を行い、材料および反
応器の耐久性を評価する。 
測定結果より化学蓄熱ハイブリッドシステ
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ムの性能を評価する。化学蓄熱充填層の数値
モデルを作成し、層内の熱・物質移動を定量
的に把握する。このモデルをもとに、高温プ
ロセスと化学蓄熱装置をハイブリッド化し
た提案システムの動特性を検討し、システム
の有効性を定量的に実証する。省エネルギー
性、低二酸化炭素排出性を指標に有効性を検
討し、提案システムの社会貢献性を明らかに
する。 
(2) 化学蓄熱材料の熱伝導性と反応性の最
適化： 本研究で開発した化学蓄熱材を高伝
熱性を持つ膨張化グラファイトを混合した
蓄熱材料のさらなる高度化を進める。(1)で
示すように、蓄熱密度向上のため、材料の圧
縮、小体積化が重用である。種々の圧縮条件
で作成した試料について反応速度論的解析
を進める。作成した複合蓄熱材試料を熱天秤
にて評価する。また、熱伝導率計を用い複合
蓄熱材料の熱伝導率を測定する。高い熱伝導
率、高い反応性および大きな蓄熱容量を指標
とし複合材の最適化を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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